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一般質問一般質問

県
に
お
い
て
人
口
の
３
倍
、
加
え
て
市
も
市
民
及
び

一
時
滞
在
者
の
１
回
分
を
備
蓄
し
て
い
ま
す

　

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
備
蓄
量
は
、

市
民
や
旅
行
者
の
分
も
十
分
に
備

蓄
さ
れ
て
い
る
か
。

　

高
島
市
は
、
関
西
電
力
の
高

浜
・
大
飯
・
美
浜
・
敦
賀
原
発
な

ど
か
ら
50
㎞
圏
内
に
位
置
す
る
。

２
０
１
１
年
の
福
島
第
一
原
発
事

故
か
ら
15
年
。安
定
ヨ
ウ
素
剤
は
、

放
射
性
ヨ
ウ
素
に
よ
る
甲
状
腺
被

ば
く
を
抑
制
す
る
有
効
な
手
段

で
、
特
に
乳
幼
児
、
子
ど
も
、
妊

婦
に
と
っ
て
は
重
要
だ
。

原発がある限り、市民
の健康を守るため安定
ヨウ素剤の事前配布を

問

答

　
危
機
管
理
監　

　

全
面
緊
急
事
態
と
な
っ
た
場

合
、
半
径
５
キ
ロ
の
Ｐ
Ａ
Ｚ
圏
内

の
住
民
に
は
避
難
指
示
が
出
さ

れ
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
の
住
民
に
は
屋

内
退
避
が
指
示
さ
れ
ま
す
。

　
危
機
管
理
監

　
安
定
ヨ
ウ
素
剤
は
、
適
切
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
服
用
し
て
効
果
を
発

揮
し
ま
す
。
ま
た
、市
民
の
方
に
、

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
管
理
や
、
誤
っ

た
服
用
の
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

屋
内
退
避
中
に
安
定
ヨ
ウ
素

剤
を
服
用
せ
ず
、
過
ぎ
た
後
に
服

用
し
て
も
効
果
は
低
い
と
の
見
解

も
あ
る
。
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
で
希
望
す

る
市
民
に
は
、
事
前
配
布
を
認
め

る
べ
き
だ
。

る
「
避
難
ト
ン
ネ
ル
」
に
つ
い
て

議
会
に
説
明
に
来
ら
れ
た
。
避
難

ル
ー
ト
は
１
６
１
号
線
を
通
る
こ

と
に
な
る
が
、
福
井
県
民
の
避
難

中
は
高
島
市
民
は
屋
内
退
避
で
待

つ
の
か
。

　
政
策
部
長

　
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
市
内
の
備
蓄

先
は
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
の
幼
保
施
設

や
小
中
学
校
、
高
等
学
校
等
の
教

育
施
設
を
は
じ
め
、
避
難
集
合
場

所
と
な
る
広
域
避
難
所
や
社
会
福

祉
施
設
等
を
対
象
と
し
て
お
り
、

国
が
定
め
る
原
子
力
災
害
対
策
指

針
に
お
い
て
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
外
は
備

問

答 　
福
島
第
一
原
発
事
故
で
も
、
プ

ル
ー
ム
が
Ｕ
Ｐ
Ｚ
30
キ
ロ
圏
外
に

及
ん
だ
事
は
明
ら
か
だ
。
放
射
能

は
目
に
見
え
ず
、
地
形
や
気
象
条

件
に
よ
っ
て
何
キ
ロ
か
ら
安
全
と

は
言
え
な
い
。
半
径
の
内
か
外
か

で
区
分
せ
ず
、
高
島
市
内
全
域
の

学
校
な
ど
に
も
備
蓄
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

規
制
庁
含
む
関
係
者
が
、
福

井
県
美
浜
町
か
ら
高
島
へ
抜
け

問

問

問

福井  節子 議員

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
備
蓄
量
は
、
市

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
備
蓄
量
は
、
市

民
や
旅
行
者
の
分
も
十
分
に
備
蓄

民
や
旅
行
者
の
分
も
十
分
に
備
蓄

さ
れ
て
い
る
か

さ
れ
て
い
る
か

そ
の
他
の
質
問

市
民
の
暮
ら
し
と
健
康
を
守
る
、

安
心
の
国
保
・
介
護
保
険
を

蓄
の
必
要
性
を
求
め
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　
政
策
部
長　

　
県
に
お
い
て
人
口
の
３
倍
、
加

え
て
市
も
市
民
及
び
一
時
滞
在
者

の
１
回
分
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

答

答答
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